
ポリシーを使用したスマートライセンシン

グのタスクライブラリ

このセクションでは、ポリシーを使用したスマートライセンシングに適用されるタスクのグ

ループについて説明します。

特定のトポロジを実装する場合は、対応するワークフローを参照してください。適用されるタ

スクの順序を確認するには、「ポリシーを使用したスマートライセンシングの設定方法：トポ

ロジ別のワークフロー」を参照してください。

•シスコへのログイン（CSLUインターフェイス）（2ページ）
•スマートアカウントとバーチャルアカウントの設定（CSLUインターフェイス）（2ペー
ジ）

• CSLUでの製品開始型製品インスタンスの追加（CSLUインターフェイス）（3ページ）
•製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性の確認（3ページ）
• CSLUでの CSLU開始型製品インスタンスの追加（CSLUインターフェイス）（5ペー
ジ）

• RUMレポートを受信するためのCSLUでのCSLU開始型製品インスタンスの設定（CSLU
インターフェイス）（6ページ）

• CSLU開始型通信のネットワーク到達可能性の確認（6ページ）
• Download All For Cisco（CSLUインターフェイス）（11ページ）
• Upload From Cisco（CSLUインターフェイス）（12ページ）
• CSSMへの接続の設定 （12ページ）
•複数の製品インスタンスの SLACの要求（CSLUインターフェイス）（15ページ）
• CSSMからの SLACの生成とファイルへのダウンロード（16ページ）
• SLACの手動要求と自動インストール （17ページ）
•承認コードの削除と返却（19ページ）
• CSSMからの製品インスタンスの削除（21ページ）
• CSSMからの信頼コード用新規トークンの生成（22ページ）
•信頼コードのインストール（22ページ）
• CSSMからのポリシーファイルのダウンロード（24ページ）
• CSSMへの使用状況データのアップロードと ACKのダウンロード（24ページ）
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•製品インスタンスへのファイルのインストール（25ページ）
•転送タイプと URLの設定（26ページ）
•リソース使用率測定レポートの例（28ページ）
•ルーティング製品インスタンスのHSECK9ライセンスマッピングテーブル（29ページ）

シスコへのログイン（CSLUインターフェイス）
必要に応じて、CSLUで作業するときに接続モードまたは切断モードのいずれかにすることが
できます。接続モードで作業するには、次の手順を実行してシスコに接続します。

手順

ステップ 1 CSLUのメイン画面で、[Login to Cisco]（画面の右上隅）をクリックします。

ステップ 2 [CCO User Name]と [CCO Password]を入力します。

ステップ 3 CSLUの [Preferences]タブで、シスコ接続トグルに「Cisco Is Available」と表示されていること
を確認します。

スマートアカウントとバーチャルアカウントの設定（CSLU
インターフェイス）

スマートアカウントとバーチャルアカウントはどちらも [Preferences]タブで設定します。シス
コに接続するためのスマートアカウントとバーチャルアカウントの両方を設定するには、次の

手順を実行します。

手順

ステップ 1 CSLUのホーム画面から [Preferences]タブを選択します。

ステップ 2 スマートアカウントとバーチャルアカウントの両方を追加するには、次の手順を実行します。

a) [Preferences]画面で、[Smart Account]フィールドに移動し、[Smart Account Name]を追加し
ます。

b) 次に、[Virtual Account]フィールドに移動し、[Virtual Account Name]を追加します。

CSSMに接続している場合（[Preferences]タブに「Cisco is Available」）、使用可能な SA/VA
のリストから選択できます。

CSSMに接続していない場合（[Preferences]タブに「Cisco Is Not Available」）、SA/VAを手動
で入力します。

SA/VA名では大文字と小文字が区別されます。（注）
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ステップ 3 [Save]をクリックします。SA/VAアカウントがシステムに保存されます。

一度に 1つの SA/VAペアのみが CSLUに存在できます。複数のアカウントを追加することは
できません。別の SA/VAペアに変更するには、ステップ 2aおよび 2bを繰り返してから [Save]
をクリックします。新しいSA/VAアカウントペアは、以前に保存されたペアを置き換えます。

CSLUでの製品開始型製品インスタンスの追加（CSLUイ
ンターフェイス）

[Preferences]タブを使用してデバイス作成の製品インスタンスを追加するには、次の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 [Preferences]タブを選択します。

ステップ 2 [Preferences]画面で、[Validate Instance]チェックボックスをオフにします。

ステップ 3 [Default Instance Method]を [Product Instance Initiated]に設定し、[Save]をクリックします。

製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性

の確認
このタスクでは、製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性を確認するために必

要になる可能性のある設定を提供します。「（必須）」と付いている手順は、すべての製品イ

ンスタンスで必須です。他のすべての手順は、製品インスタンスの種類とネットワーク要件に

応じて、必須の場合も任意の場合もあります。該当するコマンドを設定します。

始める前に

サポートされるトポロジ：CSLUを介して CSSMに接続（製品インスタンス開始型通信）。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始し、VRFに関連付
interface interface-type-number

例：

ステップ 3

けられたイーサネットインターフェイDevice (config)# interface
gigabitethernet0/0 ス、サブインターフェイス、または

VLANを指定します。

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。このコマンドは、イン

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 4

ターフェイスでマルチプロトコルVRF
をアクティブにします。

Device(config-if)# vrf forwarding
Mgmt-vrf

VRFの IPアドレスを定義します。ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ip address
192.168.0.1
255.255.0.0

インターフェイスの速度およびデュプ

レックスパラメータの自動ネゴシエー

ション動作を有効にします。

negotiation auto

例：

Device(config-if)# negotiation auto

ステップ 6

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、グローバルコ

end

例：

ステップ 7

ンフィギュレーションモードを開始し

ます。
Device(config-if)# end

HTTPクライアントのソースインター
フェイスを設定します。

ip http client source-interface
interface-type-number

例：

ステップ 8

Device(config)# ip http client
source-interface gigabitethernet0/0

（必須）製品インスタンスにルートと

ゲートウェイを設定します。スタ

ip route ip-address ip-mask subnet mask

例：

ステップ 9

ティックルートまたはダイナミック

ルートのいずれかを設定できます。
Device(config)# ip route vrf mgmt-vrf

192.168.0.1 255.255.0.0 192.168.255.1

VRFインターフェイスでドメインネー
ムシステム（DNS）を設定します。

{ip|ipv6}name-server server-address 1
...server-address 6]

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# Device(config)# ip
name-server
vrf mgmt-vrf 173.37.137.85

DNSドメインルックアップ用のソース
インターフェイスを設定します。

ip domain lookup source-interface
interface-type-number

例：

ステップ 11

Device(config)# ip domain lookup
source-interface gigabitethernet0/0

ドメインのDNSディスカバリを設定し
ます。ここの例では、ネームサーバは

ip domain name domain-name

例：

ステップ 12

エントリ cslu-local.example.comを作

成します。
Device(config)# ip domain name
example.com

CSLUでのCSLU開始型製品インスタンスの追加（CSLUイ
ンターフェイス）

CSLUインターフェイスを使用して、接続方法を CSLU開始型に設定できます。この接続方法
（モード）により、CSLUは製品インスタンスから製品インスタンス情報を取得できます。

デフォルトの接続方法は、[Preferences]タブで設定されます。（注）

[Inventory]タブから製品インスタンスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Inventory]タブに移動し、[Product Instances]テーブルから [Available Actions]→ [Add Single
Product Instance]を選択します。

ステップ 2 [Host]（ホストの IPアドレス）を入力します。

ステップ 3 [Connect Method]を選択し、適切な [CSLU Initiated]接続方法を選択します。

ステップ 4 右側のパネルで、[Product Instance Login Credentials]をクリックします。画面の左側のパネルが
変化して [User Name]フィールドと [Password]フィールドに変わります。

[General]をクリックすると、詳細な [Add Product]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 製品インスタンスの [User Name]と [Password]を入力します。

ステップ 6 [Save]をクリックします。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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情報がシステムに保存され、デバイスが [Product Instances]にリストされて、[Last Contact]には
[-never]と表示されます。

RUMレポートを受信するためのCSLUでのCSLU開始型製
品インスタンスの設定（CSLUインターフェイス）

CSLU開始型モードで作業している場合は、次の手順を実行して、製品インスタンスからRUM
レポートを受信するように CSLUを設定します。

手順

ステップ 1 [Preferences]タブで、[Cisco is Available]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco User ID]と [Cisco Password]を使用してシスコにログインします。

ステップ 3 適切なスマートアカウント（SA）とバーチャルアカウントを選択します。

ステップ 4 次のサブステップを実行します。

a) [Actions for Selected]をクリックします。
b) メニューから [Edit]を選択します。
c) [Host]に入力します。
d) 適切な CSLU開始型接続方式を選択します。

e) [Host Identifier]をクリックします。
f) 製品インスタンスの [User Name]と [Password]を入力します。
g) [Save]をクリックします。

ステップ 5 RUMレポートを収集してシスコ（CSSM）に送信するには、[Actions for Selected]メニューに
移動し、[Collect Usage]を選択します。

RUMレポートがシスコに送信されます。

CSLU開始型通信のネットワーク到達可能性の確認
このタスクでは、CSLU開始型通信のネットワーク到達可能性を確認するために必要になる可
能性のある設定を提供します。「（必須）」と付いている手順は、すべての製品インスタンス

で必須です。他のすべての手順は、製品インスタンスの種類とネットワーク要件に応じて、必

須の場合も任意の場合もあります。該当するコマンドを設定します。
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始める前に

サポートされるトポロジ：CSLUを介して CSSMに接続（CSLU開始型通信）。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

（必須）認証、許可、アカウンティン

グ（AAA）アクセスコントロールモデ
ルをイネーブルにします。

aaa new model

例：

Device(config)# aaa new model

ステップ 3

（必須）認証時にローカルのユーザ名

データベースを使用するように、AAA
認証を設定します。

aaa authentication login default local

例：

Device(config)# aaa authentication
login default local

ステップ 4

ネットワークへのユーザアクセスを制

限するパラメータを設定します。ユー

aaa authorization exec default local

例：

ステップ 5

ザは EXECシェルの実行が許可されま
す。

Device(config)# aaa authorization exec
default local

IPルーティングを有効にします。ip routing

例：

ステップ 6

Device(config)# ip routing

（任意）名前とアドレスの解決に使用

する 1つまたは複数のネームサーバの
アドレスを指定します。

{ip|ipv6}name-server server-address 1
...server-address 6]

例：

ステップ 7

最大 6つのネームサーバを指定できま
す。各サーバアドレスはスペースで区

Device(config)# ip name-server vrf
Mgmt-vrf
192.168.1.100 192.168.1.200
192.168.1.300 切ります。最初に指定されたサーバ

が、プライマリサーバです。デバイス

は、プライマリサーバへDNSクエリを
最初に送信します。そのクエリが失敗

した場合は、バックアップサーバにク

エリが送信されます。
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目的コマンドまたはアクション

デバイス上で、DNSに基づくホスト名
からアドレスへの変換を有効にしま

ip domain lookup source-interface
interface-type-number

例：

ステップ 8

す。この機能は、デフォルトで有効に

されています。Device(config)# ip domain lookup
source-interface gigabitethernet0/0

ユーザのネットワークデバイスが、名

前の割り当てを制御できないネット

ワーク内のデバイスと接続する必要が

ある場合、グローバルなインターネッ

トのネーミング方式（DNS）を使用し
て、ユーザのデバイスを一意に識別す

るデバイス名を動的に割り当てること

ができます。

非完全修飾ホスト名（ドット付き10進
表記ドメイン名のない名前）を完成さ

ip domain name name

例：

ステップ 9

せるためにソフトウェアが使用する、
Device(config)# ip domain name vrf
Mgmt-vrf cisco.com デフォルトのドメイン名を定義しま

す。

（必須）指定されたユーザ名が存在す

る場合はクリアします。nameには、次

no username name

例：

ステップ 10

のステップで作成するユーザ名と同じDevice(config)# no username admin
ものを入力します。これにより、次の

ステップで作成するユーザ名が重複し

ていないことが保証されます。

CSLU開始型の RUMレポート取得に
RESTAPIを使用する場合は、CSLUに
ログインする必要があります。ここで

ユーザ名が重複していると、システム

にユーザ名が重複している場合にこの

機能が正しく動作しないことがありま

す。

（必須）ユーザ名をベースとした認証

システムを構築します。

username name privilege level password
password

例：

ステップ 11

privilegeキーワードにより、ユーザの
権限レベルを設定します。ユーザの権Device(config)# username admin

privilege 15
password 0 lab 限レベルを指定する 0～ 15の数字で

す。

passwordを使用すると、name引数にア
クセスできます。パスワードは 1～ 25
文字で、埋め込みスペースを使用で

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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目的コマンドまたはアクション

き、usernameコマンドの最後のオプ
ションとして指定します。

これにより、CSLUが製品インスタン
スのネイティブ RESTを使用できるよ
うになります。

このユーザ名とパスワードを

CSLUで入力します（RUM
レポートを受信するための

CSLUでの CSLU開始型製品
インスタンスの設定（CSLU
インターフェイス）（6
ページ）→ステップ 4.f）。
その後、CSLUは製品インス
タンスから RUMレポートを
収集できます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始し、VRFに関連付
interface interface-type-number

例：

ステップ 12

けられたイーサネットインターフェイDevice (config)# interface
gigabitethernet0/0 ス、サブインターフェイス、または

VLANを指定します。

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。このコマンドは、イン

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 13

ターフェイスでマルチプロトコルVRF
をアクティブにします。

Device(config-if)# vrf forwarding
Mgmt-vrf

VRFの IPアドレスを定義します。ip address ip-address mask

例：

ステップ 14

Device(config-if)# ip address
192.168.0.1 255.255.0.0

インターフェイスの速度およびデュプ

レックスパラメータの自動ネゴシエー

ション動作を有効にします。

negotiation auto

例：

Device(config-if)# negotiation auto

ステップ 15

無効にされたインターフェイスを再起

動します。

no shutdown

例：

ステップ 16

Device(config-if)# no shutdown

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、グローバルコ

end

例：

ステップ 17
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目的コマンドまたはアクション

ンフィギュレーションモードを開始し

ます。

Device(config-if)# end

（必須）シスコのWebブラウザユー
ザインターフェイスを含む IPまたは

ip http server

例：

ステップ 18

IPv6システムで HTTPサーバを有効に
Device(config)# ip http server

します。HTTPサーバは、デフォルト
により標準のポート80を使用します。

（必須）HTTPサーバユーザに対して
特定の認証方法を指定します。

ip http authentication local

例：

ステップ 19

localキーワードは、認証および許可
に、ローカルシステム設定で（username

ip http authentication local

Device(config)#
グローバルコンフィギュレーションコ

マンドによって）指定したログイン

ユーザ名、パスワード、権限レベルア

クセスの組み合わせを使用することを

示します。

（必須）セキュアHTTP（HTTPS）サー
バを有効にします。HTTPSサーバは、

ip http secure-server

例：

ステップ 20

セキュアソケットレイヤ（SSL）バー
ジョン 3.0プロトコルを使用します。

Device(config)# ip http server

（必須）HTTPサーバへの同時最大接
続数を設定します。1～ 16の範囲の整

ip http max-connections

例：

ステップ 21

数を入力します。デフォルトは 5で
す。

Device(config)# ip http
max-connections 16

TFTP接続用の送信元アドレスとして、
インターフェイスの IPアドレスを指定
します。

ip tftp source-interface
interface-type-number

例：

ステップ 22

Device(config)# ip tftp
source-interface
GigabitEthernet0/0

製品インスタンスにルートとゲート

ウェイを設定します。スタティック

ip route ip-address ip-mask subnet mask

例：

ステップ 23

ルートまたはダイナミックルートのい

ずれかを設定できます。
Device(config)# ip route vrf mgmt-vrf

192.168.0.1 255.255.0.0 192.168.255.1

リモートホストへのシステムメッセー

ジおよびデバッグ出力を記録します。

logging host

例：

ステップ 24
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# logging host
172.25.33.20
vrf Mgmt-vrf

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードを
開始します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 25

（必須）HTTP接続を確認します。出
力で、SL_HTTPがアクティブであるこ

show ip http server session-module

例：

ステップ 26

とを確認します。また、次のチェック

も実行できます。
Device# show ip http server
session-module

• CSLUがインストールされている
デバイスから、製品インスタンス

に pingできることを確認します。
pingが成功すると、製品インスタ
ンスが到達可能であることが確認

されます

• CSLUがインストールされている
デバイスのWebブラウザで、
https://<product-instance-ip>/

を確認します。これにより、CSLU
から製品インスタンスへの REST
APIが期待どおりに動作すること
が保証されます。

Download All For Cisco（CSLUインターフェイス）
[Download All for Cisco]メニューオプションは、オフラインの目的で使用される手動プロセス
です。[Download For Cisco]メニューオプションを使用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CSLUの [Preferences]タブ画面で、[Cisco Connectivity]トグルスイッチをオフにします。

フィールドが「Cisco Is Not Available」に切り替わります。

ステップ 2 [Product Instances] > [Download All For Cisco]に移動します。

ステップ 3 開いたウィンドウからファイルを選択し、[Save]をクリックします。これでファイルが保存さ
れました。

この時点で、DLCファイル、RUMファイル、またはその両方があります。（注）

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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ステップ 4 シスコに接続できる端末に移動し、次の手順を実行します。CSSMへの使用状況データのアッ
プロードと ACKのダウンロード（24ページ）

ファイルがダウンロードされたら、CSLUに転送できます。

ステップ 5 [Upload from Cisco]をクリックします。Upload From Cisco（CSLUインターフェイス）（12
ページ）を参照してください。

Upload From Cisco（CSLUインターフェイス）
シスコから ACKまたはその他のファイル（承認コードなど）を受信すると、そのファイルを
システムにアップロードできます。この手順は、オフラインのワークステーションに使用でき

ます。シスコからファイルを選択してアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 デバイスの ACKファイルがダウンロードされていることを確認します。次を参照してくださ
い。 Download All For Cisco（CSLUインターフェイス）（11ページ）

ステップ 2 CSLUのメイン画面から、[Product Instance] > [Upload from Cisco]を選択します。

ステップ 3 [Cisco File Upload]ウィンドウが開き、次のいずれかを実行できます。

•ローカルドライブにあるファイルをドラッグアンドドロップします。または、

•適切な *.xmlファイルを参照し、[File]を選択して [Open]をクリックします。

アップロードが成功すると、ACKファイルがサーバに正常に送信されたことを示すメッセー
ジが表示されます。アップロードが成功しない場合は、インポートエラーが発生します。

ステップ 4 アップロードが完了したら、ウィンドウの右上隅にある [x]をクリックして閉じます。

CSSMへの接続の設定
次の手順では、CSSMへのレイヤ 3接続を設定してネットワーク到達可能性を確認する方法を
説明します。「（必須）」と付いている手順は、すべての製品インスタンスで必須です。他の

すべての手順は、製品インスタンスの種類とネットワーク要件に応じて、必須の場合も任意の

場合もあります。該当するコマンドを設定します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

名前とアドレスの解決に使用する 1つ
または複数のネームサーバのアドレス

を指定します。

{ip|ipv6}name-server server-address 1
...server-address 6]

例：

ステップ 3

最大 6つのネームサーバを指定できま
す。各サーバアドレスはスペースで区

Device(config)# ip name-server
209.165.201.1 209.165.200.225
209.165.201.14 209.165.200.230

切ります。最初に指定されたサーバ

が、プライマリサーバです。デバイス

は、プライマリサーバへDNSクエリを
最初に送信します。そのクエリが失敗

した場合は、バックアップサーバにク

エリが送信されます。

（任意）VRFインターフェイスでDNS
を設定します。最大 6つのネームサー

ip name-server vrf Mgmt-vrf
server-address 1...server-address 6

例：

ステップ 4

バを指定できます。各サーバアドレス

はスペースで区切ります。Device(config)# ip name-server vrf
Mgmt-vrf

このコマンドは、ip
name-serverコマンドの代わ
りです。

（注）209.165.201.1 209.165.200.225
209.165.201.14 209.165.200.230

DNSドメインルックアップ用のソース
インターフェイスを設定します。

ip domain lookup source-interface
interface-type interface-number

例：

ステップ 5

Device(config)# ip domain lookup
source-interface Vlan100

ドメイン名を設定します。ip domain name domain-name

例：

ステップ 6

Device(config)# ip domain name
example.com

自動DNSマッピングが使用できない場
合は、DNSホスト名キャッシュ内のホ

ip host tools.cisco.com ip-address

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

スト名/アドレス静的マッピングを設定
します。

Device(config)# ip host
tools.cisco.com 209.165.201.30

レイヤ 3インターフェイスを設定しま
す。インターフェイスのタイプと番

号、または VLANを入力します。

interface interface-type-number

例：

Device(config)# interface Vlan100
Device(config-if)# ip address

ステップ 8

192.0.2.10 255.255.255.0
Device(config-if)# exit

（必須）NTPサービスをアクティブに
し（まだアクティブになっていない場

ntp server ip-address [ version number]
[ key key-id] [prefer]

例：

ステップ 9

合）、システムがシステムソフトウェ

アクロックを指定された NTPサーバDevice(config)# ntp server
198.51.100.100 version 2 prefer と同期できるようにします。これによ

り、デバイスの時刻が CSSMと同期さ
れます。

このコマンドを複数回使用する必要が

あるために優先サーバを設定する場合

は、preferキーワードを使用します。
このキーワードを使用すると、サーバ

間の切り換え回数が減少します。

このアクセスポートがトラフィックを

伝送するVLANを有効にし、非トラン
switchport access vlan vlan_id

例：

ステップ 10

キングで非タグ付きのシングル VLAN
Device(config)# interface
GigabitEthernet1/0/1 イーサネットインターフェイスとして

インターフェイスを設定します。Device(config-if)# switchport access
vlan 100

このステップは、スイッチ

ポートアクセスモードが必

要な場合にのみ設定します。

switchport access vlanコマン
ドは、たとえば Catalystス
イッチング製品インスタンス

に適用できます。ルーティン

グ製品インスタンスの場合

は、代わりに ip address
ip-address maskコマンドを設
定できます。

（注）Device(config-if)# switchport mode
access
Device(config-if)# exit
OR
Device(config)#

デバイスにルートを設定します。スタ

ティックルートまたはダイナミック

ルートのいずれかを設定できます。

ip route ip-address ip-mask subnet mask

例：

Device(config)# ip route 192.0.2.0
255.255.255.255 192.0.2.1

ステップ 11
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目的コマンドまたはアクション

（必須）HTTPクライアントのソース
インターフェイスを設定します。イン

ip http client source-interface
interface-type-number

例：

ステップ 12

ターフェイスのタイプと番号、または

VLANを入力します。Device(config)# ip http client
source-interface Vlan100

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 13

コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

Device# copy running-config
startup-config

複数の製品インスタンスの SLACの要求（CSLUインター
フェイス）

[Authorization Code Request]メニューオプションは、複数の製品インスタンスの SLACを手動
で要求する場合に使用します。

始める前に

サポートされるトポロジ：

• CSLUを介して CSSMに接続

• CSLUは CSSMから切断

手順

ステップ 1 [Product Instances]テーブルから、承認コード要求の対象となる製品インスタンスを選択しま
す。

ステップ 2 1つ以上の製品インスタンスを選択した状態で、[Available Actions]メニューから [Authorization
Code Request]オプションを選択します。

ステップ 3 実行するステップを説明するウィンドウで、[Accept]をクリックします。

アップロードするCSVファイルを選択するアップロードウィンドウが開きます。（ローカル）

ステップ 4 次に、ウィンドウでも説明されている次の手順を実行します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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a) ディレクトリパス software.cisco.com > [Smart Software Licensing] > [Inventory] > [Product
Instances] > [Authorize License Enforced Features]に移動して、ファイルをシスコにアップロー
ドします。

b) 画面に表示される手順を実行します。

1. [Multiple Product Instances]を選択します。

複数の製品インスタンスの場合は、[ChooseFile]をクリックしてアップロードするか、
または今後のアップロード用にテンプレートをダウンロードできます（csvファイルテ
ンプレート）。

2. 次のパネルで、ライセンスを選択します。

3. ライセンスの選択をレビューして確認します

4. ダウンロードする承認コードを作成します

c) ファイルと選択したライセンスがシスコにアップロードされたら、（ファイルとして）選
択した製品インスタンスの承認コードをダウンロードして CSLUに戻します。

ステップ 5 [Upload From Cisco (in the CSLU interface)]を選択します。

CSLUが製品開始モードの場合：製品インスタンスが次回 CSLUに接続したときに、アップ
ロードされたコードが製品インスタンスに適用されます。

CSLUが CSLU開始モードの場合：CSLUが次回更新を実行するときに、アップロードされた
コードが製品インスタンスに適用されます。

CSSMからの SLACの生成とファイルへのダウンロード
CSSMで SLACを生成してファイルにダウンロードするには、CSSMで次の手順を実行しま
す。

始める前に

サポートされるトポロジ：

• CSSMへの接続なし、CSLUなし

• CSLUは CSSMから切断

このタスクを完了するには、PIDとシリアル番号が必要です。製品インスタンスで、特権EXEC
モードで show license udiコマンドを入力し、情報を控えておきます。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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手順

ステップ 1 https://software.cisco.comで CSSMWeb UIにログインし、[Smart Software Licensing]をクリック
します。

シスコから提供されたユーザ名とパスワードを使用してログインします。

ステップ 2 [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 3 [Product Instances]タブをクリックします。

ステップ 4 [Authorize License Enforced Features]タブをクリックします。

ステップ 5 [PID]と [Serial Number]を入力します。

他のフィールドは入力しないでください。（注）

ステップ 6 ライセンスを選択し、対応する [Reserve]列に 1を入力します。

PIDに対して正しいライセンスを選択したことを確認します。参考情報については、ルーティ
ング製品インスタンスの HSECK9ライセンスマッピングテーブル（29ページ）を参照して
ください。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Generate Authorization Code]をクリックします。

ステップ 9 承認コードをダウンロードし、.csvファイルとして保存します。

SLACの手動要求と自動インストール
CSSMに SLACを要求し、製品インスタンスに自動的にインストールするには、製品インスタ
ンスで次の手順を実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：

• CSLUを介して CSSMに接続

• CSSMに直接接続

続行する前に、次の点も確認してください。

• SLACを要求している製品インスタンスが CSSMまたは CSLUに接続されている。

•転送タイプがそれに応じて設定されている（CSSMの場合はsmart、CSLUの場合はcslu）。
show license allコマンドは特権 EXECモードで入力します。出力で、Transport:フィール

ドを確認します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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• CSSMに直接接続している場合は、信頼コードがインストールされている。show license
allコマンドは特権 EXECモードで入力します。出力で、Trust Code Installed:フィール

ドを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたら、パスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

license smart authorization requestコマ
ンドは、CSSMまたはCSLUにSLACを

license smart authorization
request{add|replace}feature_name{all|local}

例：

ステップ 2

要求します（CSLUはCSSMから取得し
ます）。SLACが返され、製品インスタ
ンスに自動的にインストールされます。

Device# license smart authorization
request add hseck9 local

既存のSLACに追加するのか置換するの
かを指定します。

• add：要求されたライセンスを既存
のSLACに追加します。新しい承認
コードには、既存のSLACのすべて
のライセンスと要求されたライセン

スが含まれます。

• replace：既存の SLACを置き換え
ます。新しいSLACには、要求され
たライセンスのみが含まれます。既

存のSLACのすべてのライセンスが
返却されます。このキーワードを入

力すると、製品インスタンスはこれ

らの既存のライセンスが使用中かど

うかを確認します。使用中の場合

は、対応する機能を最初に無効にす

るようにエラーメッセージが表示さ

れます。

feature_nameには、SLACの追加または
置換を要求するライセンスの名前を入力

します。

次のいずれかのオプションを入力して、

デバイスを指定します。

• all：高可用性設定のすべてのデバイ
スの承認コードを取得します。

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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目的コマンドまたはアクション

• local：高可用性設定のアクティブな
デバイスの承認コードを取得しま

す。これがデフォルトのオプション

です。

また、Cisco 1000および 4000シリーズ
サービス統合型ルータ、および Catalyst
8300エッジソフトウェアでは、次のコ
マンドを使用してSLACを要求およびイ
ンストールできます。

license feature feature_name：機能が自動
的にコードを要求できるようにします。

Device# license feature hseck9

製品インスタンスにインストールされて

いる承認コードを表示します。

show license authorization

例：

ステップ 3

Device# show license authorization

承認コードの削除と返却
ライセンスの承認コードを削除してCSSMのライセンスプールに戻すには、次の手順を実行し
ます。この手順は、すべての承認コード（SLAC、SLR、PLRなど）に使用できます。

始める前に

サポートされるトポロジ：すべて

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

削除して返却するライセンスが使用中で

ないことを確認します。使用中の場合

show license summary

例：

ステップ 2

は、まず機能を無効にする必要がありま

す。
Device# show license summary

CSSMのライセンスプールに承認コード
を返却します。このコマンドを入力する

と、戻りコードが表示されます。

license smart authorization
return{all|local}{offline[path]|online}

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

製品インスタンスを指定します。Device# license smart authorization
return local online

• all：高可用性セットアップで接続さ
れたすべての製品インスタンスに対

してアクションを実行します。

OR
Device# license smart authorization
return local offline
Enter this return code in Cisco Smart
Software Manager portal:

• local：アクティブな製品インスタン
スに対してアクションを実行しま

UDI: PID:CSR1000V,SN:9NOG5XBLC07
Return code:
Cr9JHx-L1x5Rj-ftwzg1-h9QZAU-LE5DT1-babWeL-FABPt9-Wr1Dn7-Rp7

す。これがデフォルトのオプション

です。

CSSMに接続しているかどうかを指定し
ます。

• CSSMに接続している場合は、
onlineを入力します。コードは自動
的に CSSMに返却され、確認が返
されて製品インスタンスにインス

トールされます。このオプションを

選択すると、戻りコードが自動的に

CSSMに送信されます。

• CSSMに接続していない場合は、
offlineを入力します。

ファイルを保存するパスを指定する

こともできます。ファイル形式は、

読み取り可能な任意の形式にするこ

とができます。例：Device# license

smart authorization return local

offline bootflash:return-code.txt

offlineオプションを選択する場合
は、CLIや保存したファイルから戻
りコードをコピーして CSSMに入
力する、という追加の手順を実行す

る必要があります。CSSMからの製
品インスタンスの削除（21ペー
ジ）を参照してください。

ライセンス情報を表示します。出力の

License Authorizationsヘッダーを確認

show license all

例：

ステップ 4

します。返却プロセスが正常に完了する
Device# show license all
<output truncated> と、Last return code:フィールドに戻

りコードが表示されます。License Authorizations
======================
Overall status:
Active: PID:C8000V,SN:9DGLFX6E1EK
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目的コマンドまたはアクション

Status: NOT INSTALLED
Last return code:

CcjLk8-2SBwKP-cL5Bir-AFJEGP-89GpiJ-KCUnbi-ZFp2ij-txSCuD-8Ci
<output truncated>

CSSMからの製品インスタンスの削除
offlineキーワードを使用して承認コードを返却する場合、つまり license smart authorization
return {all|local}offline[pathを設定した場合は、CSSMで戻りコードを手動で入力する必要が
あります。offlineオプションの返却プロセスを実行するには、次のタスクを実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：CSSMへの接続なし、CSLUなし

手順

ステップ 1 https://software.cisco.comで CSSMWeb UIにログインし、[Smart Software Licensing]をクリック
します。

シスコから提供されたユーザ名とパスワードを使用してログインします。

ステップ 2 [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 3 [Virtual Account]ドロップダウンリストから、バーチャルアカウントを選択します。

ステップ 4 [Product Instances]タブをクリックします。

使用可能な製品インスタンスのリストが表示されます。

ステップ 5 製品インスタンスリストから必要な製品インスタンスを見つけます。オプションで、検索タブ
に名前または製品タイプの文字列を入力して、製品インスタンスを検索できます。

ステップ 6 必要な製品インスタンスをクリックして展開します。

[Overview]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [Actions]ドロップダウンリストから、[Remove]を選択します。

[Remove Product Instance]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [Reservation Return Code]フィールドに、戻りコードを入力します。

ステップ 9 [Remove Product Instance]をクリックします。

ライセンスがライセンスプールに戻されます。
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CSSMからの信頼コード用新規トークンの生成
信頼コードを要求するトークンを生成するには、次の手順を実行します。

所有するバーチャルアカウントごとに 1つのトークンを生成します。1つのバーチャルアカウ
ントに属するすべての製品インスタンスに同じトークンを使用できます。

始める前に

サポートされるトポロジ：CSSMに直接接続

手順

ステップ 1 https://software.cisco.comで CSSMWeb UIにログインし、[Smart Software Licensing]をクリック
します。

シスコから提供されたユーザ名とパスワードを使用してログインします。

ステップ 2 [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 3 [Virtual Account]ドロップダウンリストから、必要なバーチャルアカウントを選択します。

ステップ 4 [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [New Token]をクリックします。[Create Registration Token]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Description]フィールドに、トークンの説明を入力します。

ステップ 7 [Expire After]フィールドに、トークンをアクティブにする必要がある日数を入力します。

ステップ 8 （オプション）[Max. Number of Uses]フィールドに、トークンの有効期限が切れるまでの最大
使用回数を入力します。

ステップ 9 [Create Token]をクリックします。

ステップ 10 リストに新しいトークンが表示されます。[Actions]をクリックし、トークンを .txtファイル

としてダウンロードします。

信頼コードのインストール
信頼コードを手動でインストールするには、次の手順を実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：

• CSSMに直接接続

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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手順

目的コマンドまたはアクション

まだ CSSMから信頼コードファイルを
生成してダウンロードしていない場合

は、生成とダウンロードを実行します。

CSSMからの信頼コード用新規トークン
の生成（22ページ）

ステップ 1

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたら、パスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 2

CSSMとの信頼できる接続を確立できま
す。id_token_valueには、CSSMで生成
したトークンを入力します。

license smart trust idtoken
id_token_value{local|all}[force]

例：

ステップ 3

次のいずれかのオプションを入力しま

す。

Device# license smart trust idtoken
NGMwMjk5mYtNZaxMS00NzMZmtgWm all force

• local：高可用性セットアップのアク
ティブデバイスに対してのみ信頼要

求を送信します。これがデフォルト

のオプションです。

• all：高可用性セットアップのすべて
のデバイスに対して信頼要求を送信

します。

製品インスタンスに既存の信頼コードが

あるにもかかわらず、信頼コード要求を

送信するには、forceキーワードを入力
します。

信頼コードは、製品インスタンスのUDI
にノードロックされます。UDIがすでに
登録されている場合、CSSMは同じUDI
の新規登録を許可しません。forceキー
ワードを入力すると、CSSMに送信され
るメッセージに強制フラグが設定され、

すでに存在する場合でも新しい信頼コー

ドが作成されます。

信頼コードがインストールされている場

合は、日時が表示されます。日時はロー

show license status

例：

ステップ 4

カルタイムゾーンで表示されます。Trust<output truncated>
Trust Code Installed: Code Installed:フィールドを参照して

ください。Active:
PID:C9500-24Y4C,SN:CAT2344L4GH

INSTALLED on Sep 04 01:01:46 2020
EDT
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目的コマンドまたはアクション

Standby:
PID:C9500-24Y4C,SN:CAT2344L4GJ

INSTALLED on Sep 04 01:01:46 2020
EDT

CSSMからのポリシーファイルのダウンロード
カスタムポリシーを要求した場合、または製品インスタンスに適用されるデフォルトとは異な

るポリシーを適用する場合は、次のタスクを実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：

• CSSMへの接続なし、CSLUなし

• CSLUは CSSMから切断

手順

ステップ 1 https://software.cisco.comで CSSMWeb UIにログインし、[Smart Software Licensing]をクリック
します。

シスコから提供されたユーザ名とパスワードを使用してログインします。

ステップ 2 次のディレクトリパスを移動します。[Reports] > [Reporting Policy]。

ステップ 3 [Download]をクリックして、.xmlポリシーファイルを保存します。

これで、ファイルを製品インスタンスにインストールできます。製品インスタンスへのファイ

ルのインストール（25ページ）を参照してください

CSSMへの使用状況データのアップロードと ACKのダウ
ンロード

製品インスタンスがCSSMやCSLUに接続されていない場合にRUMレポートをCSSMにアッ
プロードして ACKをダウンロードするには、次のタスクを実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：CSSMへの接続なし、CSLUなし

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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手順

ステップ 1 https://software.cisco.comで CSSMWeb UIにログインします。

シスコから提供されたユーザ名とパスワードを使用してログインします。

ステップ 2 レポートを受信するスマートアカウント（画面の左上隅）を選択します。

ステップ 3 [Smart Software Licensing]→ [Reports]→ [Usage Data Files]を選択します。

ステップ 4 [Upload Usage Data]をクリックします。ファイルの場所（tar形式の RUMレポート）を参照し
て選択し、[Upload Data]をクリックします。

使用状況レポートは、アップロード後に CSSMで削除できません。

ステップ 5 [Select Virtual Accounts]ポップアップから、アップロードされたファイルを受信するバーチャ
ルアカウントを選択します。ファイルがシスコにアップロードされ、[Reports]画面の [Usage
DataFiles]テーブルにファイル名、レポートの時刻、アップロード先のバーチャルアカウント、
レポートステータス、レポートされた製品インスタンス数、確認ステータスが表示されます。

ステップ 6 [Acknowledgment]列で [Download]をクリックして、アップロードしたレポートの .txt ACK
ファイルを保存します。

[Acknowledgment]列に「ACK」が表示されるまで待ちます。処理する RUMレポートが多数あ
る場合、CSSMでは数分かかることがあります。

これで、ファイルを製品インスタンスにインストールすることも、CSLUに転送することもで
きます。

製品インスタンスへのファイルのインストール
製品インスタンスが CSSMまたは CSLUに接続されていない場合に、製品インスタンスに
SLAC、ポリシー、ACK、またはトークンをインストールするには、次のタスクを実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：CSSMへの接続なし、CSLUなし

製品インスタンスにアクセスできる場所に、対応するファイルを保存しておく必要がありま

す。

• SLACの場合の参照： CSSMからの SLACの生成とファイルへのダウンロード（16ペー
ジ）

•ポリシーの場合の参照： CSSMからのポリシーファイルのダウンロード（24ページ）

• ACKの場合の参照： CSSMへの使用状況データのアップロードと ACKのダウンロード
（24ページ）
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたら、パスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

ファイルをソースの場所またはディレク

トリから製品インスタンスのフラッシュ

メモリにコピーします。

copy source bootflash:file-name

例：

Device# copy
tftp://10.8.0.6/example.txt bootflash:

ステップ 2

• source：これは、コピー元となる
ファイルまたはディレクトリの場所

です。コピー元は、ローカルまたは

リモートのいずれかです。

• bootflash:：これはブートフラッシュ
メモリの場合の宛先です。

ファイルを製品インスタンスにインポー

トしてインストールします。インストー

license smart import bootflash: file-name

例：

ステップ 3

ル後、システムメッセージが表示されま
Device# license smart import
bootflash:example.txt す。これは、インストールしたファイル

のタイプを示します。

SLACの場合、製品インスタンスは、こ
の新しいファイルが使用中のすべてのラ

イセンスを正しく説明していることを確

認します。正常にインストールされる

と、既存のコードが新しいコードに置き

換えられます。

製品インスタンスのライセンス承認、ポ

リシー、およびレポート情報を表示しま

す。

show license all

例：

Device# show license all

ステップ 4

転送タイプと URLの設定
製品インスタンスの転送モードを設定するには、次のタスクを実行します。

始める前に

サポートされるトポロジ：すべて
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

configure terminalステップ 2

例：

Device# configure terminal

製品インスタンスが使用するメッセージ

転送のタイプを選択します。次のオプ

ションから選択します。

license smart
transport{automatic|callhome|cslu|off|smart}

例：

ステップ 3

• automatic：転送モードをデフォル
ト（CSLU）に設定します。

Device(config)# license smart transport
cslu

• callhome：転送モードとして Call
Homeを有効にします。

• cslu：転送モードとしてCSLUを有
効にします。これがデフォルトの転

送モードです。

• off：製品インスタンスからのすべ
ての通信を無効にします。

• smart：スマート転送を有効にしま
す。

設定された転送モードに使用する URL
を設定します。前のステップで選択した

license smart url{url |cslu
cslu_url|default|smart smart_url|utility
smart_url}

ステップ 4

転送モードに応じて、対応する URLを
ここで設定します。例：

Device(config)# license smart url cslu

http://192.168.0.1:8182/cslu/v1/pi

• url：転送モードとして callhomeを
設定している場合は、このオプショ

ンを設定します。CSSM URLを次
のように正確に入力します。

https://software.cisco.com/#module/SmartLicensing

• cslu cslu_url：転送モードとして cslu
を設定している場合は、このオプ

ションを設定します。CSLUURLを
次のように入力します。

http://<cslu_ip_or_host>:8182/cslu/v1/pi

ポリシーを使用したスマートライセンシングのタスクライブラリ
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目的コマンドまたはアクション

<cslu_ip_or_host>には、CSLUを
インストールしたWindowsホスト
のホスト名または IPアドレスを入
力します。8182はポート番号であ
り、CSLUが使用する唯一のポート
番号です。

• default：CSSMへのデフォルト接続
を使用するには、このオプションを

設定します。デフォルトの URLは
次のとおりです。

http://cslu-local:8182/cslu/v1/pi

• smart smart_url：転送タイプとして
smartを設定している場合は、この
オプションを設定します。URLを
次のように正確に入力します。

https://smartreceiver.cisco.com/

licservice/license

このオプションを設定すると、シス

テムは license smart url urlで自動的
に URLの複製を作成します。この
重複エントリに対してこれ以上のア

クションは必要ありません。

• utility smart_url：このオプションは
CLEには表示されますが、サポー
トされていません。

（任意）レポート間隔の日数を設定しま

す。デフォルトでは、RUMレポートは
license smart usage interval
interval_in_days

例：

ステップ 5

30日ごとに送信されます。有効な値の
範囲は 1～ 3650です。Device(config)# license smart usage

interval 40
間隔を設定しない場合、レポート間隔は

完全にポリシーによって決定されます。

リソース使用率測定レポートの例
次に、XML形式のサンプルリソース使用率測定（RUM）レポートを示します（「RUMレポー
トおよびレポート確認応答」を参照）。このような複数のレポートを連結して1つのレポート
を形成できます。
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http://cslu-local:8182/cslu/v1/pi
https://smartreceiver.cisco.com/licservice/license
https://smartreceiver.cisco.com/licservice/license
b-cisco-smart-licensing-enhanced-routing_chapter3.pdf#nameddest=unique_14
b-cisco-smart-licensing-enhanced-routing_chapter3.pdf#nameddest=unique_14


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<smartLicense>

<RUMReport><![CDATA[{"payload":"{\"asset_identification\":{\"asset\":{\"name\":\"regid.2020-05.com.cisco.C8300BE,1.0_5b66594f-27ab-4615-9d15-4aad4969497f\"},\"instance\":{\"sudi\":{\"udi_pid\":\"C8300-2N2S-6T\",\"udi_serial_number\":\"FDO2303A20U\"}},\"signature\":{\"signing_type\":\"SHA256\",\"key\":\"9020805\",\"value\":\"iyqSaQdpqCQeamv21lgQP9e+lqYZFLoollEwmunSoBLz7DXi3Q7ScyZ5k1u8RHN+UMZU5sgzjX2rY926Gp/RKozHK7BG0o2XvTCfSKXcjdNVZgdd/P/dwhULZYDKkYCd4xGog9XeOTsvMNCCEi8CvtwFY6/IIiCA5MfcXXFf6QFJCTWt2c5+VxcYtKUsaCUEQreykdX8SIhPzsA7xIzKlCHHmHzBwcbBEIvhuVNyj+rEOl2z6vv05QpQOs76bNB8MvxtdOTIMomzAq23yzbeY780qNyjD/Wxm712Y+gW+/uk1xQkd0SoSRmuFN8l5Icv3wP4RSCLHicTYJwBkKKhoA==\"}},\"meta\":{\"entitlement_tag\":\"regid.2018-12.com.cisco.ESR_P_10M_E,1.0_328a8b3c-4a0e-49d3-82a0-acb83c7b83a3\",\"report_id\":1599040611,\"ha_udi\":[{\"role\":\"Active\",\"sudi\":{\"udi_pid\":\"C8300-2N2S-6T\",\"udi_serial_number\":\"FDO2303A20U\"}}]},\"measurements\":[{\"log_time\":1600795743,\"metric_name\":\"ENTITLEMENT\",\"start_time\":1600794833,\"end_time\":1600874943,\"sample_interval\":80110,\"num_samples\":89,\"meta\":{\"termination_reason\":\"CurrentUsageRequested\"},\"value\":{\"type\":\"COUNT\",\"value\":\"1\"}}]}","header":{"type":"rum"},"signature":{"sudi":{"udi_pid":"C8300-2N2S-6T","udi_serial_number":"FDO2303A20U"},"signing_type":"SHA256","key":"9020805","value":"jjOna5L3Vb9iXidDNckxWQqbJyfrnXdro0BsNTvWXRIH4HF9RnY1KwjarsxcpMgJ+BVUwdlqU9bGccv16c3lK8UUOP8PrMB1K0Ppcjx/go7gXlinzq70BRBqFLfD/8w7+PtUUkcv4hWlsuPIDBS3GIp4ZjF1rVIyuniaq1trGm3tQvpvkPPUp9APAJQRzIjTQ95T+boJmbMssJqy0FJQEeqZG59qo/DfHHtVCLlxvmssdL9F7ILjb7raPOLFkrt/RDABQ2JEWyBDz88/TPOQpOlxL5o7SqfjpADmo/q0xamSMw=="}}]]></RUMReport>

</smartLicense>

ルーティング製品インスタンスのHSECK9ライセンスマッ
ピングテーブル

CSSMで SLACを生成する場合（CSSMからの SLACの生成とファイルへのダウンロード（
16ページ））、PIDの正しいライセンス名を選択する必要があります。この表は、Ciscoアグ
リゲーション、統合、およびクラウドサービスルータのPIDとライセンス名のマッピングの簡
単なリファレンスです。
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

ISR_1100_8P_HsecC1111-8PISR1K
-8P C1111-8PLTEEA

C1111-8PLTELA

C1111-8PWE

C1111-8PWB

C1111-8PWA

C1111-8PWZ

C1111-8PWN

C1111-8PWQ

C1111-8PWC

C1111-8PWR

C1111-8PWK

C1111-8PWS

C1111-8PLTEEAWE

C1111-8PLTEEAWB

C1111-8PLTEEAWA

C1111-8PLTEEAWR

C1111-8PLTELAWZ

C1111-8PLTELAWN

C1111-8PLTELAWQ

C1111-8PLTELAWC

C1111-8PLTELAWK

C1111-8PLTELAWD

C1111-8PLTELAWA

C1111-8PLTELAWE

C1111-8PLTELAWS

C1116-8P

C1116-8PLTEEA

C1117-8P

C1117-8PM

C1117-8PLTEEA
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

C1117-8PLTELA

C1117-8PMLTEEA

C1117-8PWE

C1117-8PWA

C1117-8PWZ

C1117-8PMWE

C1117-8PLTEEAWE

C1117-8PLTELAWE

C1117-8PLTELAWZ

C1111X-8P

C1112-8P

C1112-8PLTEEA

C1113-8P

C1113-8PM

C1113-8PLTEEA

C1113-8PLTELA

C1113-8PMLTEEA

C1113-8PWE

C1113-8PWA

C1113-8PWZ

C1113-8PMWE

C1113-8PLTEEAWE

C1113-8PLTELAWE

C1113-8PLTELAWZ

C1114-8P

C1114-8PLTEEA

C1115-8P

C1115-8PLTEEA

C1115-8PM

C1115-8PMLTEEA

C1118-8P
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

C1121-8PLTEPWE

C1121-8PLTEPWB

C1121-8PLTEPWZ

C1121-8PLTEPWQ

C1121-8PLTEP

C1121X-8PLTEP

C1121-8P

C1121X-8P

C1161-8P

C1161X-8P

C1161-8PLTEP

C1161X-8PLTEP

C1126-8PLTEP

C1127-8PLTEP

C1127-8PMLTEP

C1126X-8PLTEP

C1127X-8PLTEP

C1127X-8PMLTEP

C1128-8PLTEP

C1121X-8PLTEPWE

C1121X-8PLTEPWB

C1121X-8PLTEPWZ

C1121X-8PLTEPWA
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

ISR_1100_4P_HsecC1111-4PISR1K -
4P C1111-4PLTEEA

C1111-4PLTELA

C1111-4PWE

C1111-4PWB

C1111-4PWA

C1111-4PWZ

C1111-4PWN

C1111-4PWQ

C1111-4PWC

C1111-4PWR

C1111-4PWK

C1111-4PWD

C1111X-4P

C1116-4P

C1116-4PLTEEA

C1116-4PLTEEAWE

C1116-4PWE

C1117-4P

C1117-4PLTEEA

C1117-4PLTELA

C1117-4PLTEEAWE

C1117-4PLTEEAWA

C1117-4PLTELAWZ

C1117-4PWE

C1117-4PWA

C1117-4PWZ

C1117-4PM

C1117-4PMLTEEA

C1117-4PMLTEEAWE

C1117-4PMWE
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

C1101-4P

C1101-4PLTEPC1101-4PLTEPWE

C1101-4PLTEPWB

C1101-4PLTEPWD

C1101-4PLTEPWZ

C1101-4PLTEPWA

C1101-4PLTEPWH

C1101-4PLTEPWQ

C1101-4PLTEPWR

C1101-4PLTEPWN

C1101-4PLTEPWF

C1109-4PLTE2P

C1109-4PLTE2PWB

C1109-4PLTE2PWD

C1109-4PLTE2PWE

C1109-4PLTE2PWZ

C1109-4PLTE2PWA

C1109-4PLTE2PWH

C1109-4PLTE2PWQ

C1109-4PLTE2PWR

C1109-4PLTE2PWN

C1109-4PLTE2PWF

C1118-4P

C1121-4P

C1121-4PLTEP
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

ISR_1100_2P_HsecC1109-2PLTEGBISR1K-2P

C1109-2PLTEUS

C1109-2PLTEVZ

C1109-2PLTEJN

C1109-2PLTEAU

C1109-2PLTEIN

<エントリの欠落
>

ISR4221/K9ISR4200

ISR4221X/K9

ISR_4321_HsecISR4321/K9ISR4300

ISR_4331_HsecISR4331/K9

ISR_4531_HsecISR4351/K9

ISR_4400_HsecISR4431/K9ISR4400

ISR4451/K9

ISR4451-X/K9

ISR4461/K9

ISR9431 ???

ISR9331 ???
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ライセンス名PID製品

ファミ

リ

Router US Export
Lic for DNA

C8300-1N1S-4T2XC8300

C8300-1N1S-6T

C8300-2N2S-4T2X

C8300-2N2S-6T

C8300-1N1S-4G2X

C8300-1N1S-6G

C8300-2N2S-4G2X

C8300-2N2S-6G

C8200-1N-4TC8200

C8200-1N-1G

ISR1100-6GISR1100

ISR1100-4G

ISR1100-4GLTENA

ISR1100-4GLTEGB

ISR1100X-4G

ISR1100X-6G

C8500-12X4QCC8500

C8500-12X

C8500L-8S4X
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